
教育発の地方創生モデル
～大学生と行政の協働で“つむぐ”

牟岐町の取り組みより～

牟岐町教育委員会 教育次長 久米寧

NPO法人ひとつむぎ 理事 山本将也



ひとつむぎ紹介
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NPO法人ひとつむぎ概要説明

• HLAB徳島サマースクールの実行委員
メンバーが中心に発足

• 大学生が主体となって、事業の立案、
運営、行政折衝、会計処理を行う稀有
な団体。

• 現在大学生17名、社会人2名（学生時
代に発足に関与）、社会人顧問3名

• 大学生は、全国各地の大学に所属して
いる。



牟岐町の概要
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牟岐町の概要①

 徳島市内から汽車で約１時間３０分

 大阪から約４時間～４時間半
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牟岐町の概要②

牟岐町は、2010年時点で人口4826人。老年人口の割合は41.5％であり、急速に少子高
齢化が進行している。



牟岐町の課題
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牟岐町の課題①～高校がないことによる人口流出～

 牟岐町においての出生率は、1.42で全国
的にほぼ平均した値。

 義務教育課程までは、人口はほぼ変化は
ない。

 牟岐町には、高校がないため中学校卒業
後に町外へ転出したり、町外の高校に進
学する子が大半。（※1）

 いったん、町外に転出した人の2005年で
は、7.98％しか戻ってこない。（※2）

 就職による回帰も年々その割合も減少し
ている。2010年現在0.41％（※3）

※1：この純移動数は、町内に住み町外の学校へ通学している生徒
数は含んでいないため、潜在的にとても多い。

※2：2005年Resasデータをもとに筆者算出

※3：2010年Resasデータをもとに筆者算出

高校・大学進学
による流出

就職による回帰
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牟岐町の課題～高校の不在（システム的側面）～

生
活
の
連
続
性

AM

PM

長
期
休
暇
・
休
日

牟岐町の今までの教育環境の整理と提案

0～2歳 こども園 小学校 中学校 高校 大学
発達・学びの連続性

幼児教育 義務教育 高等教育

低学年児および

その親への対応

3歳未満児

への対応 こども園
小学校 中学校

スポーツ

少年団
部活動

地域の教育資源（例：子育てサークル、婦人会、各種サークル

学童

高校 大学

預かり

子ども

保
育
園

幼
稚
園

不在



若年層の町外への流出
多様な教育機会の不足



参考に
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参考：岡山県では・・・津山市・美咲町

津山高校、津山高専、津山商業、
津山工業、作陽、美作、津山東
の計７つの高校が存在。

美咲町には高校は存在しない。
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津山市 20歳未満の転入数

1位岡山県鏡野町 50人（9.6%）

→高校なし

2位岡山県倉敷市 49人（9.4%）

3位岡山県岡山市北区 42人（8.1%）

4位岡山県美作市 24人（4.6%）



牟岐町の子どもの課題
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子どもたちの課題

現状

①素直、思いやりがある

②自主性・主体性に欠ける

 教員、保護者、地域、教委とで構成される、『牟岐町子どもを育てる会』で牟岐の子ども
たちの現状と理想像について話し合いが行われた。（社会人基礎力の低さ）

理想

①協調性がある

②自主性・主体性がある



大学生のニーズ



Copyright©2014-2015 ひとつむぎ All Rights Reserved.

大学生のニーズ

社会貢献意欲の高い若者の増加

出典：厚生労働省「若者の意識に関する調査2013」
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課題・ニーズのまとめ

子ども

大学生

牟岐町

社会人基礎力の不足
進学時のギャップ

地域との関わりの希薄化

若年層の人口の流出
多様な教育機会の不足

社会貢献意欲

時間があり、経験の場を求め
ている。



シラタマ学級
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HLAB徳島発足

2014年2月~3月

準備期間

2014年3月～8月

HLAB徳島

2014年8月

シラタマ学級発足まで

HLAB徳島

2014年8月

ひとつむぎ発足

2014年10月

シラタマ学級開始

2015年3月

牟岐町

ひとつむぎ

牟岐の子どもを育てる会発足

2014年3月

HLAB徳島

2014年8月

シラタマ学級開始

2015年3月

HLAB
徳島
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牟岐の子どもを育てる会

牟岐の子どもを育てる会

メンバー

牟岐町教育委員会では、平成２６年度の3月5日に「牟岐の子どもを育てる会」を立ち上げ、

牟岐の子どもをいかに育てるかについて協議を重ねてきた、

小学校PTA

スポーツ
少年団

中学校

中学校PTA

保育園保
護者会

公民館長 小学校

保育園
教育委員
会

牟岐町
産業課

老人会 民生委員

 牟岐の子どもに育てたい力：コミュニケーション力
 主体性（自分らしくする力）
 協調性（周りを認める力）

育てたい力育成のために

いろいろな体験・経験をさせる。

大人が体験の機会を与えるだけでなく、子ども自
らが考え企画運営する。地域・家庭・学校・教育
委員会は地域総ぐるみで、子どもたちの目標実
現のため、サポートする。

→地域側の受け皿の育成
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HLAB徳島発足

2014年2月~3月

準備期間

2014年3月～8月

HLAB徳島

2014年8月

シラタマ学級発足まで

HLAB徳島

2014年8月

ひとつむぎ発足

2014年10月

シラタマ学級開始

2015年3月

牟岐町

ひとつむぎ

牟岐の子どもを育てる会発足

2014年3月

HLAB徳島

2014年8月

シラタマ学級開始

2015年3月

HLAB
徳島
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HLAB徳島サマースクール

HLABは異なるバックグラウンドや想いを持った学生が集い、「リベラルアーツ」をテーマに
行われる8泊9日間のサマースクールです。期間を通して、ハーバード大学をはじめとする
海外大生によるセミナー、トップリーダーによる講演、大学生との会話から刺激を受け、高
校生が主体的に進路を選択するきっかけ作りを目的としております。
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HLAB徳島発足

2014年2月~3月

準備期間

2014年3月～8月

HLAB徳島

2014年8月

シラタマ学級の経緯

HLAB徳島

2014年8月

ひとつむぎ発足

2014年10月

シラタマ学級開始

2015年3月

牟岐町

ひとつむぎ

牟岐の子どもを育てる会発足

2014年3月

HLAB徳島

2014年8月

シラタマ学級開始

2015年3月

HLAB
徳島
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牟岐町側の変化

「サマースクールに関わってみて、子どもたちの人生のために、何が必要か、何が効果的
なのかを感じました。 大人の目線で、教育を与えるのでなく、年齢の近いお兄さん、お姉
さんの大学生と活動することで、その生き方にあこがれ、人生の目標とし、自らが歩み出
すと感じた。また、大人は生きてきたそれまでの経験から、実現できる可能性、結論を伝
えてしまうが、大学生は、可能性を否定しないで共有、共感することが出来る。（中略）。
ＨＬＡＢ、ひとつむぎのメンバーを見た時に、今、社会で生きていくために必要な力が何か、
大人の私たちよりも理解していることがあると感じた。 単純に、多様性を持った大学生と
関わることで、私自身が学ぶことが大きいと感じた。その大学生と子どもたちが活動する
ことで、子どもたちの学びも大きいと考えた。 大学生と活動することで、子どもたちの周り
の大人たちが変わることは、子どもたちの人生の選択の機会が増えると考えた。 実績が
ないから、活動の中で、大学生、中学生がともに、学ぼうとするところが、中学生、大学生
である参加した地元の人材を両方育てることが出来ると考えた。」（牟岐町教育委員会職
員へのインタビュー）

→町外の大学生を受け入れやすい土壌整備へ
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大学生側の変化

サマースクールは、単なるイベントではないか？

地元に何か残せたか？

地域に根付いた、継続的な支援を行うべきだ！

地元とHLABをつなげる中間支援のような組織を！

⇒ひとつむぎ発足へ
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シラタマ学級の経緯

徳島サマースクー
ル

2014年8月

ひとつむぎ発足

2014年10月

シラタマ学級開始

2015年3月

徳島サマースクールをきっかけに発足したひとつむぎと教育委員会とが以下のような時系
列で関係しあった。

牟岐町

ひとつむぎ

牟岐の子どもを育てる会発足

2014年3月

徳島サマースクール

2014年8月

シラタマ学級開始

2015年3月



シラタマ学級概要
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シラタマ学級の概要

 子ども自ら地域の課題を解決できる企画を立案し運営する｡

 地域･家庭･学校･教委は地域ぐるみで､子どもたちの目標実現のため､サポートする。

こども 企画立案 企画実現

地域住民 家族 教員 教委

サポート

地域を巻き込み
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シラタマ学級の全体像１
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活動風景～アイスブレイク～
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活動風景～ワークショップ中～



Copyright©2014-2015 ひとつむぎ All Rights Reserved.

活動風景～企画案を町長に中学生が提案～
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活動風景～地域住民とのワークショップ
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活動風景～買い出し風景～
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活動風景
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活動風景～町長セッション～
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活動風景
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活動風景～全体写真～
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プロセスにおいて重視した点

リフレクション 受容と肯定



行政×大学生
～協働において重要なこと～
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 裁量権をもって活動するフィー
ルドを求める。

 第２の故郷といえる場を求めて
いる。

 牟岐町に継続的にかかわりた
い。

 自ら、当事者意識をもって活動
したい。

NPO法人ひとつむぎ

 牟岐町に不足している高・大の
若年層の不足

 教育事業におけるソフト面での
活用手段の不足

双方の需給のマッチング

牟岐町 月1・2回の訪問

 プログラムコン
テンツ企画

 各種コンテンツ
の運営

 継続的にかか
わる交流人口

 資金（委託契
約）

 宿泊施設
 交通費

 フィールドの
提供

 信頼保証



Copyright©2014-2015 ひとつむぎ All Rights Reserved.

お互いのニーズがまだわからない・・・

2015年3月くらい 2015年4月

大：意外
とやれ
るかも。

町：意外
とやれ
るんじゃ
ない？

何かし
たい！

何させ
よ？

何がで
きる？

パートナー

へ

2015年2月くらい

簡単なやつ
任せてみる

ちょっと難しめの
やらしてみる
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段階的に大学生を導入していった。

当初業務量：Z-X

最終的に・・

牟岐町業務量：Z-Y

ひとつむぎ業務量：Y-X

相互間で作りこみながら事業
を実施。

業務量

時間

X

Y

Z

信頼関係、大学生の所有感up



行政との距離感



最初から100点は取れない。
60点でもいいほう。



ミスをしても多めに見てほしい。

⇒だからこそ、作りこんでいく



できそうなところから任せていく。



大学生の想い
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B.Sさん

 徳島県出身

 大学1年生

「行政と一緒に大学生が事業が
できることに魅力を感じている。」

「活動にかかわる大学生間や社
会人との交流や学びが魅力！」

「自分自身もこのフィールドを使
い成長したいと考えている。」
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O.Mさん

 徳島県在住

 大学院2年（教職大学院）

「教師を目指していて、教育に
対して行政と大学生がともに
歩調を合わせて取り組んでい
るのが魅力的」
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T.Mさん

 徳島県牟岐町出身

 大学3年（地方創生専攻）

「サマースクールがあってから、
地元に対して自分自身も何が
できるかを考え行動をしてい
る。」
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E.Aさん

 徳島県出身

 大学1年生（医学部医学科）

「将来、地域医療に関わりた
い。そのとき、患者さんの声な
き声まで配慮できるようなそん
な医者になりたい。教育事業
で中学生とかかわる中で、そ
のスキルを磨きたい。」
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I.Sさん

 大阪府出身出身

 大学4年生（情報科学専攻）

「牟岐町の自然と人に惚れ込
んだことがきっかけ．ひとづく
り，まちづくりのプロジェクトだ
けではなく，法人のバックオ
フィスの経験もできる点は貴
重．」



牟岐町の

「フィールド」

そこに集まる「ひと」



手触り感



後ろ盾の存在
l l

信頼保証



100％の理想は実現できない
⇒泥臭さ、粘り強さ。



プログラムの成果
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プログラムの評価手法

評価手法に関しては、経済産業省が提唱している「社会人基礎力」の3つの能力及び12

の能力要素を活用し、参加生徒のうち中学3年生13名に対して、活動の事前・事後の変
化を明らかにするためのアンケート調査を行った。経済産業省が作成した「学生のレベル
別行動事例」を配布し、それを参考に「社会人基礎力レベル評価基準表」を用いて生徒が、
受講前と比較し、どの程度能力が向上したかに関して自己評価アンケートを行った。
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取り組みの成果①社会人基礎力の向上、交流人口の増加

能力 能力要素 変化

前に踏み出す力

主体性 ＋0.6

働きかけ力 ＋0.5

実行力 ＋0.6

考え抜く力

課題解決力 ＋0.2

計画力 ＋0.3

創造力 ＋0.6

チームで働く力

発信力 ＋0.3

傾聴力 ＋0.3

柔軟性 ＋0.7

状況把握力 ＋0.3

規律力 ＋0.7

ストレスコントロール力 ＋0.5

 全項目において社会人基礎力の要素能
力の向上が見込まれた。（左表）

 事後アンケートによって、3段階評価で
平均0.46ポイント上昇がみられた。（左
表）

 2015年4月1日～翌年3月31日までで事
業に関与するため牟岐町を訪れた大学
生の総数は34名、延べ人数では126名、
社会人の総数は10名、延べ人数では、
21名となっている。

 大学生の平均訪問回数は3.7回であり、
最多訪問回数は23回である。

 大学４年生の中で就職後も継続的に牟
岐町にかかわりたいと全員が表明。
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取り組みの成果②人材育成を町の総合戦略の中核化

「１）人材育成と健康を核とした取組みの展開

牟岐町総合戦略は、本町のまち・ひと・しごと
の創生に関わるあらゆる分野を総合的・包括
的にとりまとめたものであり、本戦略の推進
にあたっては、先行的・重点的に取組むべき
施策を明確にし、着実に施策を展開していく
必要があります。

そこで、「人口減少の中、全ての施策におい
て『人』が主役である。また全ての人が活躍
するためには『健康』であることが必要であ
る。」との観点から、「人材育成」と「健康」を核
として、地域が一体となって、本町の地方創
生に向けて様々な取組みへの展開を図って
いくこととします。」（総合戦略）
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取り組みの成果③ローカルハイスクール構想

背景

• 前述のように牟岐町には高校が存在しない。しかしながら、シラタマ学級参加生徒から
高校進学後も継続的に牟岐町にかかわれるようなプラットフォームの作成の要望があ
り、牟岐町がバーチャルな高校プラットフォームとして、ローカルハイスクール構想を提
唱。

概要

• 休日や長期休暇中において事業を実施。

• 現在、月1回高校生を対象に大学生及び社会人が、相談カウンターを実施し、高校生
のニーズの把握と各種セミナーを実施。

• また、長期休暇中にサマーキャンプを実施し、主体的なキャリア選択などを行うための
情報および価値観の提供。
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サマーキャンプ



Copyright©2014-2015 ひとつむぎ All Rights Reserved.

ローカルハイスクール年間計画（ひとつむぎ作成）
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牟岐町が抱える課題～高校がないことによる教育的課題～

生
活
の
連
続
性

AM

PM

長
期
休
暇
・
休
日

牟岐町の今までの教育環境の整理と提案

0～2歳 こども園 小学校 中学校 高校 大学
発達・学びの連続性

幼児教育 義務教育 高等教育

低学年児および

その親への対応

3歳未満児

への対応 こども園
小学校 中学校

スポーツ

少年団
部活動

地域の教育資源（例：子育てサークル、婦人会、各種サークル

学童

高校 大学

預かり

子ども

保
育
園

幼
稚
園

不在
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シラタマ学級の全体像３～牟岐町全体～
大学

幼児教育

あらたな教育モデル

生涯教育

社会人
発達・学びの連続性

義務教育 高等教育

0～2歳 こども園 小学校 中学校 高校

生
活
の
連
続
性

AM

PM

長
期
休
暇
・
休
日

低学年児および

その親への対応

3歳未満児

への対応
こども園

小学校 中学校

スポーツ

少年団
部活動

シラタマ学級

地域の教育資源（例：子育てサークル、婦人会、各種サークル、商工会、漁協、農協）

学童

高校 大学

ロ
ー
カ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル

ひ
と
つ
む
ぎ

預かり

子ども

職場

進 学
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牟岐町で目指す人材育成・交流プラットフォーム

 牟岐町はシラタマ学級やローカルハイス
クールといった取り組みによって教育課
題の解決を行うのみならず、その取り組
みに町内だけでなく、町外の人材も積極
的に登用することで、結果的に人材育
成・交流のプラットフォームを整備してき
た。

 町内外の人材が継続的に人材育成に関
与、交流することで、牟岐町は新たな
「人の循環」と「マナビ」を創出し、課題解
決を行っている。この取り組みは、既存
の産業・定住人口重視のアプローチから
人材育成・交流人口をベースとした新た
なまちづくりのアプローチの可能性を示
しているといえるであろう。

牟岐町で目指す人材育成・交流プラットフォーム


